














































































































































































































































































を聞いた感想が述べられるほか（昭和 2年 2月 5日号の中川千代子「京都に於ける民衆党の政談演
説会を聞いて」，等），奥むめおの「来つて協力ください私等の新婦人団体へ」という単一婦人同盟
設立準備会への参加の呼びかけ（昭和 2年 2 月 20 日号）や，市川房枝の「婦選運動と政党」と題




















































































（昭和 6年 11 月 10 日号）。言うまでもなくその光景は，大阪港での出征兵士の見送り活動から誕生
し拡大していった国防婦人会を，彷彿とさせるものである。視察団帰国後，「満州で戦う無産階級
の子弟」の血の代償である満蒙権益は放棄せず，すみやかに無産階級の管理下におくべし，と社会
















































は，1920 年代から 30 年代のイギリスの教育政策に影響力をもったフェビアン協会のメンバーで
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